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４月８日(火)、令和７年度の入学式が厳粛な雰囲気の中、挙行されま

した。今年度は、３５名の新入生を迎えました。入学生代表の宣誓で

は、１年２組の佐藤優聖さんが、これからの 

高校生活に向けた抱負を力強く述べました。 

１年生の皆さんには早く村高のことを知って 

もらうとともに、新しい目標を見つけ、充実 

した学校生活を送ってほしいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

生活に活気・学習に意欲・行動に責任

男子個人形 優勝（6 月 6
日 会場：角田市総合体育館） 
玉手蒼輝君（3 年・北角田中
出身）は、８月に岡山県倉敷
市で行われる全国高校総体
に宮城県代表で出場します。
競技に臨む姿勢・態度は他の
模範となる立派なものでし
た。［顧問：大宮］ 
玉手君は、入学時から課題

にしてきたパワーをつける
ためのウエイトトレーニン
グに重点を置き 3 年間取り
組んできました。その結果、
体重を 20 キログラム増加
させることができ、パワーア
ップすることができました。
心・技・体ともに最高に仕上
げることができたのでイン
ターハイにむけて体調管理
に務め、3 年間してきたこと
を信じ、最高の形にしたいと
思います。応援よろしくお願
いします。 
 
 
６月に行われた、県総体
および東北大 
会にて、空手道同好会が
上位進出するなどの 
活躍をみせました。特に
県総体では、 
ンターハイ 
に出場することが決まり
ました。全国の舞台での
活躍に期待します。 

６月２３日（月）本校会議室において第１回学校評議員会が開催された。校長より学校経営方針等についての説

明と本校職員より今年度の取り組み概要の説明を行った。学校評議員より 

様々な助言と魅力づくりに向けた取り組みのサポートやバックアップ、 

地域の人との連携についてご意見をいただき、活発な意見交換会が行われた。 
 

平 間 敏 郎 （元仙台市教育局学校教育部高校教育課長） 

三 浦   純 （村田町教育委員会生涯学習課長） 

 菅 原 英 二 （村田町立村田第一中学校長） 

 佐々木 和 人 （本校ＰＴＡ会長） 

 佐 藤 隆 法 （合同会社菅生ファーム代表社員）     

（順不同・敬称略） 
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学校評議委員会

講師：大 沼 信 一 先生 
4 月 25 日（金）村田町民体育館：「世界に視野をひろ

げよう」というテーマで大沼信一先生の講演会に村田町

の小学生・中学生とともに全校で参加。世界で活躍する村

田出身の大沼先生の話に目を輝かせて聞いていた。「世の

中、新しい世界が生まれてくる場所が大学。自分が何かし

たいことかあったら、そういうことをやっている大学に

行けば、何か新しいことに関与できるかもしれない」。生

徒の感想は「グローバルな視点で視野を広げられたこと

は、すごくうれしかった」「自分も世界に、この町に役立

つようなことをしていきたいと思った」などがあった。 
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今年度は１年生３５名、２年生５６名、３年生５９名、全生徒数１５

０名でのスタートとなりました。１年生も、今ではすっかり村高での生

活に慣れ、毎日楽しそうに過ごす姿が見られています。 

この３ヶ月間は様々な行事が実施されました。特に県南支部総体で

は、日頃の練習の成果を発揮できるよう、どの部も熱戦を繰り広げまし

た。部によっては、１年生も先輩たちとともに県大会の切符をかけた戦

いに挑んでおり、勝ったときの喜ぶ顔や負けたときの悔し涙を流す姿が

とても印象的でした。そして、６月初旬に行われた県総体当日も、気持

ちのこもった戦いだったことを顧問より聞いています。また、中旬には、令和７年度最初の定期考査がありま

した。特に１年生においては、新しい科目のテストということもあり、緊張感も大きかったかもしれません。

このほかにも、４系列のそれぞれの特色ある学びに積極的に取り組んだ生徒もいます。たくさんの活躍が見ら

れた 3 か月でした。今後とも、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的に生徒会による朝の挨拶運動が実施されます。マナーアップの充 

実を図ることを目的に実施されたこの運動も定着しており、生徒同士が互 

いに挨拶を通してコミュニケーションを図っています。遅刻ぎりぎりの生 

徒を見ながら、“社会人マナー”して時間を守ることの大切さも伝えよう 

としています。この自治力が学校をより良い方向へ向かわせます。 

２・３年次を対象に、労働安全コンサルタント事務所の鈴木 

先生を招き、実習場の環境改善と実習作業の効率化を目的に 

５Ｓ研修（整理、整頓、清掃、清潔、躾）を行いました。 

この５つの要素を実践することで、より良い作業環境を作り、 

作業の質を高めることがで 

きます。２年次は、事例を基に作業中の災害を未然に 

防止するための方法を学び、ものづくりにおける５Ｓ 

の大切さについて理解を深めました。３年次は、実習 

場の５Ｓ点検、安全衛生点検のやり方を学び、理解を 

深めました。実習室の環境改善のため、課題研究の授 

業で、照明を蛍光灯から明るくて消費電力の 

少ないＬＥＤへ交換する作業を行っています。 

３年次を対象に障害者支援 

施設の機能と役割、重度身 

体障害のある方の生活、施 

設で従事する職種について 

理解することを目的に、村田町の障害者支 

援施設「ふぼう」の施設を訪問し、施設内 

や特別浴槽の見学、車椅子の操作や移動用リフトの操作・体験、施設の説明

を受けてきました。２年次では、生活支援技術という科目で技術面での授業

を行っています。「しわの無いベッドメイキングができる」と、生徒はとて

も喜んでいました。また、ペアに分かれ相手に触れる勉強も始まっています。

どのように相手に触れると不快にならないか。また、 

その際の声がけの仕方やポイント、注意点などを学ん 

でいます。今後は着脱介助について勉強していく予定です。 

社会に出て、すぐに役立つ実務的な知識やス

キルの習得を目指しておりますが、６月２９日

（日）全商ビジネス文書検定が行われ受験した

生徒全員合格しました。合格率１００％達

成！！今後も様々な検定試験が行われますので 

果敢にチャ 

レンジして 

ください。 

資格は一生の 

財産です。 

高校総体に出場する選手たち 

山形大学合格（6 年度卒） 

 文部科学省の DX ハイスクール、

及び県の「教育ＤＸ推進プロジェクト

事業」の指定を受け、本吉響・伊具・

村田の 3 校でリモートによる同時双

方向授業を、科目選択の充実を図り、

生徒の学びの選択肢を維持・発展させ

る目的で実施。今年度は「物理基礎」

を履修した 

生徒が伊具 

高校の先生 

の授業をリ 

モートで受 

講していま 

す。 


